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政
党
へ
の
重
点
政
策
要
請
と

し
て
、
４
月
16
日
に
国
民
民
主

党
、4
月
17
日
に
立
憲
民
主
党
、

４
月
22
日
に
中
道
改
革
連
合
へ
、

そ
れ
ぞ
れ
要
請
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
ま
た
、
４
月
21
日
に
は
自

由
民
主
党
観
光
産
業
振
興
議
員

連
盟
（
観
議
連
）
の
岩
屋
毅
会

長
を
訪
問
し
て
要
請
し
ま
し
た
。

国
民
民
主
党
へ
の
要
請
で
は
、

玉
木
雄
一
郎
代
表
か
ら
、
イ
ラ

ン
情
勢
が
不
透
明
で
は
あ
る
が
、

サ
ー
ビ
ス
産
業
で
働
く
皆
さ
ん

の
雇
用
、
待
遇
な
ど
将
来
の
見

通
し
が
明
る
く
な
る
よ
う
、
政

治
の
責
任
と
し
て
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
の
挨

拶
が
あ
り
、
質
疑
応
答
で
は
出

席
議
員
か
ら
、
先
行
投
資
を
含

め
た
財
源
確
保
の
予
算
措
置
や

従
業
員
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
、

フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
の
認
知
度
な
ど

に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

川
合
孝
典
参
議
院
議
員
か
ら
は

財
源
確
保
の
予
算
措
置
に
つ
い

て
、
よ
り
具
体
化
し
た
提
案
内

容
と
こ
れ
ま
で
自
身
が
携
わ
っ

て
き
た
カ
ス
ハ
ラ
対
策
に
つ
い

て
、
サ
ー
ビ
ス
連
合
が
よ
り
先

頭
に
立
っ
て
カ
ス
ハ
ラ
対
策
を

前
に
進
め
て
ほ
し
い
旨
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
飯
泉
嘉
門
衆

議
院
議
員
か
ら
は
、
10
月
か
ら

施
行
さ
れ
る
カ
ス
ハ
ラ
防
止
法

を
よ
り
実
効
性
を
持
た
せ
ら
れ

る
よ
う
、
観
光
産
業
か
ら
も
提

言
を
し
て
ほ
し
い
旨
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
浜
口
誠
参
議
院

議
員
か
ら
は
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー

の
認
知
度
を
上
げ
る
た
め
の
具

体
策
や
政
治
の
立
場
で
で
き
る

こ
と
に
つ
い
て
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

立
憲
民
主
党
へ
の
要
請
で
は
、

冒
頭
、
岸
真
紀
子
企
業
・
団
体

交
流
委
員
長
よ
り
、
中
東
情
勢

が
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
ど
の
よ
う

な
影
響
が
で
る
の
か
、ま
た
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
も
大
き

な
課
題
で
は
あ
る
が
、
大
事
な

観
光
業
を
ど
の
よ
う
に
守
っ
て

い
く
か
が
重
要
だ
と
挨
拶
が
あ

り
、
サ
ー
ビ
ス
連
合
政
策
推
進

議
員
懇
談
会
副
会
長
で
あ
る
徳

永
エ
リ
参
議
院
議
員
か
ら
は
、

中
道
改
革
連
合
、
公
明
党
、
立

憲
民
主
党
の
3
党
で
中
東
情
勢

の
影
響
調
査
の
分
析
を
基
に
、

政
府
に
対
し
て
補
正
予
算
の
編

成
も
含
め
た
緊
急
的
対
策
の
必

要
性
を
訴
え
て
い
く
旨
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
森
本
真
治
参

議
院
議
員
か
ら
は
、
地
元
広
島

県
で
始
ま
っ
た
宿
泊
税
導
入
の

使
途
明
確
化
や
平
和
問
題
へ
の

課
題
感
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、

福
士
珠
美
参
議
院
議
員
か
ら
は
、

地
元
青
森
の
現
状
や
観
光
産
業

の
長
時
間
労
働
や
給
与
水
準
の

低
さ
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
外
国
人
労
働
者
の
課

題
感
に
つ
い
て
も
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。
特
に
宿
泊
業
で

は
外
国
人
労
働
者
の
活
躍
が
不

可
欠
で
あ
り
、
安
心
し
て
働
け

る
環
境
作
り
が
今
後
も
必
要
で

あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

中
道
改
革
連
合
で
は
冒
頭
、

田
嶋
要
企
業
・
団
体
交
流
委
員

長
よ
り
、
ま
だ
日
が
浅
い
政
党

で
は
あ
る
が
、
観
光
産
業
は
い

ろ
い
ろ
な
意
味
で
価
値
の
あ
る

産
業
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
有

意
義
な
時
間
と
し
た
い
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
連

合
政
策
推
進
議
員
懇
談
会
幹
事

で
あ
る
近
藤
和
也
衆
議
院
議
員

か
ら
は
、
観
光
産
業
は
今
、
日

本
が
抱
え
て
い
る
様
々
な
問
題

の
縮
図
と
認
識
し
て
い
る
。
今

回
の
要
請
は
現
場
の
声
だ
と
認

識
し
て
受
け
止
め
る
と
述
べ
ま

し
た
。
ま
た
国
際
観
光
旅
客
税

に
も
触
れ
、
使
途
の
見
え
る
化

が
残
念
な
が
ら
不
十
分
で
あ
り
、

も
う
少
し
政
府
に
明
確
化
を
求

め
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
に
つ

い
て
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
福

重
隆
浩
衆
議
院
議
員
か
ら
は
地

元
の
群
馬
県
を
例
に
挙
げ
、
国

際
観
光
旅
客
税
を
特
定
財
源
と

し
て
、
観
光
地
の
整
備
に
充
て

て
い
く
べ
き
と
の
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。
草
津
温
泉
は
コ
ロ
ナ

禍
以
降
、
客
層
が
変
わ
り
、
今

で
は
訪
問
客
の
７
割
が
若
者
で
、

客
単
価
も
１
・
５
倍
か
ら
２
倍
に

な
っ
て
お
り
、
ま
た
ユ
ネ
ス
コ

の
温
泉
文
化
無
形
文
化
遺
産
登

録
に
つ
い
て
も
機
運
醸
成
の
後

押
し
に
つ
な
げ
た
い
と
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。
中
川
宏
昌
衆
議

院
議
員
は
、
日
本
の
お
も
て
な

し
文
化
を
大
事
に
し
、
観
光
産

業
に
も
っ
と
支
援
が
届
く
よ
う

に
国
会
で
も
議
論
を
深
め
た
い

と
述
べ
、
西
園
勝
秀
衆
議
院
議

員
か
ら
は
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
業

の
現
状
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

蛯
谷
中
央
執
行
委
員
か
ら
、
人

手
不
足
の
現
状
や
、
キ
ャ
リ
ア

と
の
違
い
、
航
空
貨
物
全
般
の

仕
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
、
参

加
者
に
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
の
役
割

や
日
本
の
基
幹
産
業
に
も
欠
か

せ
な
い
産
業
で
あ
る
こ
と
を
伝

え
ま
し
た
。

自
由
民
主
党
観
光
産
業
振
興

議
員
連
盟
（
観
議
連
）
へ
の
要

請
で
は
、
岩
屋
毅
会
長
は
重
点

政
策
の
内
容
に
つ
い
て
理
解
を

示
す
と
と
も
に
、
足
も
と
の
産

業
状
況
に
つ
い
て
現
状
を
伝
え

意
見
交
換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

人
手
不
足
の
状
況
や
外
国
人
財

の
活
躍
な
ど
、
産
業
の
現
状
と

課
題
解
決
に
む
け
て
質
疑
応
答

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

４月16日 国民民主党

４月24日 国土交通省（航空局）

４月27日 村田茂樹観光庁長官

４月17日 立憲民主党

４月22日 中道改革連合

４月21日 自由民主党観光産業
振興議員連盟（観議連）

4
月
27
日
に
村
田
茂
樹
観
光

庁
長
官
を
訪
問
し
、
重
点
政
策

要
請
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
村

田
長
官
か
ら
は
、
新
た
な
「
第

５
次
観
光
立
国
推
進
基
本
計
画
」

に
も
記
載
し
た
よ
う
に
、「
働
い

て
よ
し
」
の
考
え
を
し
っ
か
り

と
意
識
を
し
、
観
光
産
業
で
働

く
人
々
の
労
働
環
境
に
つ
い
て

も
観
光
庁
と
し
て
後
押
し
を
し

て
い
き
た
い
と
述
べ
、
観
光
産

業
は
地
域
経
済
・
日
本
経
済
の

発
展
を
リ
ー
ド
す
る
戦
略
産
業

と
言
わ
れ
て
い
る
中
で
、
働
く

者
の
待
遇
や
職
場
環
境
の
改
善

は
急
務
で
あ
り
、
他
の
産
業
と

比
べ
て
も
賃
金
含
め
、
休
日
数

な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

4
月
24
日
に
国
土
交
通
省
へ

の
重
点
政
策
要
請
と
し
て
航
空

局
の
石
井
靖
男
安
全
部
長
を
訪

問
し
、
金
子
国
土
交
通
大
臣
宛

て
の
要
請
書
を
手
交
し
ま
し
た
。

重
点
政
策
で
は
、
円
滑
な
輸

出
入
手
続
き
に
お
け
る
Ｋ
Ｓ
／

観 

光 

庁 

長 

官

国
土
交
通
省
（
航
空
局
）

Ｒ
Ａ
制
度
の
改
定
、
航
空
貨
物

検
査
体
制
の
厳
格
化
対
応
に
つ

い
て
掲
げ
て
い
ま
す
。
制
度
改

定
に
つ
い
て
は
、
国
の
総
合
物

流
施
策
大
綱
で
も
記
載
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
航
空
貨
物
検
査
体

制
の
厳
格
化
対
応
に
つ
い
て
は

石
井
安
全
部
長
か
ら
、
働
く
者

の
声
を
聞
き
な
が
ら
対
応
を
進

め
て
い
き
た
い
と
応
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
業
の
皆

さ
ん
が
い
る
か
ら
こ
そ
、
国
際

物
流
の
円
滑
化
が
図
れ
て
い
る

こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
旨
の
言

葉
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
の
認
知
度
向
上

に
つ
い
て
も
直
近
の
認
知
度
調

査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
説
明
し

ま
し
た
。

今
年
１
月
か
ら
厳
格
化
が
始

ま
り
、
検
査
装
置
の
導
入
や
職

場
で
の
教
育
訓
練
な
ど
は
、
ま

だ
ま
だ
課
題
が
あ
り
ま
す
。フ
ォ

ワ
ー
ダ
ー
業
の
重
要
性
が
ま
だ

ま
だ
認
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ

の
産
業
の
地
位
向
上
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
業
で
働
く
仲
間

の
声
を
基
に
、
引
き
続
き
関
係

省
庁
、
関
連
団
体
に
届
け
、
フ
ォ

ワ
ー
ダ
ー
業
が
世
間
に
認
知
さ

れ
、
誰
も
が
働
き
た
い
と
思
え

る
産
業
に
な
る
よ
う
、
様
々
な

機
会
を
通
じ
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

観
光
庁
・

国
土
交
通
省

政
党

（
国
民
民
主
党・立
憲
民
主
党・

中
道
改
革
連
合・自
由
民
主
党
）

「
２
０
２
６
年
度
の
重
点
政
策
」の
実
現
に
む
け
て

「
２
０
２
６
年
度
の
重
点
政
策
」の
実
現
に
む
け
て

～
政
党・観
光
庁・国
土
交
通
省
に
重
点
政
策
要
請
を
実
施
～

～
政
党・観
光
庁・国
土
交
通
省
に
重
点
政
策
要
請
を
実
施
～
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サ
ー
ビ
ス
連
合
は
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
「
平
和
産
業
の
担
い
手

と
し
て
、
国
際
的
な
視
野
に
よ

る
産
業
の
地
位
の
向
上
」
の
中

で
、
社
会
貢
献
活
動
や
国
際
活

動
を
つ
う
じ
、
包
摂
的
で
持
続

可
能
な
社
会
を
目
指
す
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
実
現
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

今
年
度
も
運
動
方
針
に
基
づ

き
、
前
期
か
ら
数
え
て
３
回
目

と
な
る「
社
会
貢
献
活
動
デ
ー
」

と
し
て
清
掃
活
動
を
各
地
域
ブ

ロ
ッ
ク
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
も
全
ブ
ロ
ッ
ク
の
開
催
月

を
４
月
に
設
定
し
た
う
え
で
、

日
程
や
清
掃
場
所
等
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
各
地
域
ブ
ロ
ッ
ク

に
お
い
て
検
討
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

４
月
11
日
（
土
）
は
東
日
本

ブ
ロ
ッ
ク
（
東
京
・
日
暮
里
）、

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
（
福
岡
・
小
倉
）

の
２
ブ
ロ
ッ
ク
、４
月
13
日（
月
）

は
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
（
大
阪
・
桜

ノ
宮
）、
４
月
18
日
（
土
）
は
北

海
道
ブ
ロ
ッ
ク
（
札
幌
・
大
通

公
園
）、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
（
名
古

屋
・
納
屋
橋
）、中
国
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
（
広
島
・
中
央
公
園
）、
沖
縄

ブ
ロ
ッ
ク（
那
覇
・
奥
武
山
公
園
）

の
４
ブ
ロ
ッ
ク
に
て
開
催
し
、

２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
期
間

中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
組
合
員

と
そ
の
家
族
を
含
め
て
、
合
計

２
２
５
名
（
大
人
１
９
６
名
、

お
子
さ
ん
29
名
）
が
参
加
し
ま

し
た
。

全
地
域
に
お
い
て
当
日
は
天

気
に
も
恵
ま
れ
、
絶
好
の
清
掃

活
動
日
和
と
な
り
ま
し
た
。
昨

年
に
引
き
続
き
サ
ー
ビ
ス
連
合

ビ
ブ
ス
を
用
意
し
た
と
こ
ろ
、

お
子
さ
ん
は
ビ
ブ
ス
を
着
る
な

り
「
さ
ぁ
出
発
だ
！
」
と
元
気

い
っ
ぱ
い
！
そ
の
場
が
一
気
に

活
気
づ
け
ら
れ
、
最
高
の
出
発

式
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
広
範
囲
に
わ
た
る

清
掃
エ
リ
ア
を
少
人
数
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
清
掃
し
ま
し
た
。

今
回
も
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
、
空

き
缶
、
コ
ン
ビ
ニ
の
ビ
ニ
ー
ル

袋
な
ど
が
多
く
、
自
動
販
売
機

の
裏
側
な
ど
、
見
え
な
い
と
こ

ろ
に
放
置
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス

も
目
立
ち
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
「
こ
こ
は
自
治
体
が
美
化

地
域
と
謳
っ
て
い
る
か
ら
ゴ
ミ

が
少
な
い
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、

こ
ん
な
に
あ
る
な
ん
て
衝
撃
で

し
た
」
と
驚
き
の
声
が
挙
が
り

ま
し
た
。
ま
た
関
西
ブ
ロ
ッ
ク

で
は
、
公
園
の
フ
ェ
ン
ス
奥
に

タ
バ
コ
の
吸
い
殻
と
空
箱
が
大

量
に
捨
て
ら
れ
て
お
り
、「
人
が

入
れ
な
い
と
こ
ろ
に
こ
ん
な
に

捨
て
る
な
ん
て
ひ
ど
い
で
す
ね
」

と
そ
の
場
に
立
ち
尽
く
し
て
し

ま
う
方
も
い
ま
し
た
。
お
子
さ

ん
は
ゴ
ミ
を
見
つ
け
る
の
が
早

く
、「
こ
こ
に
も
あ
っ
た
！
」
と

積
極
的
に
声
を
出
し
て
い
る
様

子
も
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、

地
域
に
お
住
い
の
方
か
ら
感
謝

の
お
声
を
い
た
だ
く
事
も
あ
り
、

社
会
貢
献
活
動
を
よ
り
強
く
体

感
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
い

ま
す
。

開
催
当
日
は
気
温
も
上
が
っ

て
い
た
た
め
、
１
時
間
ほ
ど
の

活
動
で
し
た
が
、
可
燃
・
不
燃
・

資
源
類
の
ゴ
ミ
は
７
ブ
ロ
ッ
ク

合
わ
せ
て
ゴ
ミ
袋
55
袋
分
に
の

北海道
（札幌・大通公園エリア）

中部（名古屋・納屋橋エリア）

中国四国
（広島・中央公園エリア）

東日本（東京・日暮里エリア） 関西（大阪・桜ノ宮エリア）

九州（福岡・小倉エリア）

沖縄
（那覇・奥武山
公園エリア）

清掃前の入念な打ち合わせ

協力してゴミを分別 お子さんも積極的に参加

草むらの中にも隠されたゴミがたくさん

２
０
２
５
年
度
サ
ー
ビ
ス
連
合
社
会
貢
献
活
動
デ
ー

２
０
２
５
年
度
サ
ー
ビ
ス
連
合
社
会
貢
献
活
動
デ
ー

～
全
国
７
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
で
観
光
地
の
清
掃
活
動
を
実
施
～

～
全
国
７
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
で
観
光
地
の
清
掃
活
動
を
実
施
～

ぼ
り
ま
し
た
（
45
ℓ
、
70
ℓ
の

ゴ
ミ
袋
合
計
）。

清
掃
活
動
で
汗
を
か
い
た
後

は
、
加
盟
組
合
の
施
設
に
て
懇

親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。「
次
回

は
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
違
う
エ
リ
ア

で
清
掃
し
た
い
」
と
い
う
声
や

「
パ
パ
、次
は
ど
こ
で
や
る
の
？
」

と
い
っ
た
声
も
聞
こ
え
て
き
ま

し
た
。
今
年
は
昨
年
よ
り
も
40

名
ほ
ど
多
い
参
加
者
数
と
な
り
、

回
を
重
ね
る
ご
と
に
活
動
の
定

着
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
疲
れ

様
で
し
た
！
是
非
こ
の
機
会
に

サ
ー
ビ
ス
連
合
の
活
動
を
周
囲

の
組
合
員
に
広
げ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。



（3） 2026 年 6月1日（第 95 号）サービス連合

※寄付は、当会が自主的に実施するものであり、お見積もりいただいた方にご負担いただくものではございません。

当会では、住まいる共済のお見積もり1件につき100円を被災地で復旧支援
活動を行うボランティア（支援）団体に寄付する取り組みを進めています。

あなたのお見積もりが被災地の大きな力に！

90d25B142（2026.03. データ）コ

宮城県　松島、荒浜地区、女川町

講話を聞き入る参加者
北淡震災記念公園の見学

講演を聴講する参加者

2024年11月10日(日)-11日(月)開 催 日

19名（17構成組織）参 加 者

開催場所

どこも同じであるが、自然災害に対して人はやはり無
力であると感じた。どこまで防災を意識した準備を
行っても、それを上回る災害は起こりえる。防災意識
も重要であるが、被災した時の減災意識をもって準備
をしていかなければならないと感じた。

人と防災未来センターの方々もそうでしたが、「震災の語
りべ」の講演は体験されたことが鮮明に伝わってきた。淡
路での体験談だったが、同様に被災し、困難を克服してき
た人々が大勢いたこと、そして災害は何時でも何処にいて
も起こり得ることを忘れずに、理解し、避難を実践できる
ようにしなければならない、と思った。

講話を聴いた者たちは被災された方
たちの想いをしっかりと伝えなけれ
ばならないし、東北の震災だけでは
なく熊本や能登の災害を風化させて
はならないと強く感じた。

賀川豊彦氏は、あまりにも多方面の活動を成してい
るという印象を持っていた。なぜそのようなことに
なったのか、時代背景や、それぞれ事象の繋がりを
あらためてお聞きすることができ、認識が深まった。

津波を受け傾きながら
も踏ん張る樹木
津波を受け傾きながら

研修内容 ①松島遊覧　復興語り部クルーズ
②震災遺構　仙台市荒浜地区視察
③女川町視察　④感想の共有

こくみん共済 coop 中央推進会議の取り組み報告

東日本大震災から15年15年
「あの時、あなたは何をしていましたか？」「あの時、あなたは何をしていましたか？」

自然災害の脅威は、時に私たちの力を超えて襲いかかる。

あの日、私たちは大切な人や日常を一瞬で失った。

それから 15年 ― 悲しみは消えないけれど、「支え合う心」は、今も私たちの中に

生き続けている。不安に立ちすくむ仲間に、希望の光を届けたい。

心と心を結ぶ共済の輪を、これからも広げていこう。

自然災害の脅威は、時に私たちの力を超えて襲いかかる。

あの日、私たちは大切な人や日常を一瞬で失った。

それから 15年 ― 悲しみは消えないけれど、「支え合う心」は、今も私たちの中に

生き続けている。不安に立ちすくむ仲間に、希望の光を届けたい。

心と心を結ぶ共済の輪を、これからも広げていこう。

2011年３月１１日　14時46分2011年３月１１日　14時46分

15年目の15年目の

約35万5,000件 約1,289億円
こくみん共済 coop 中央推進会議とは…

全国規模の労働組合を中心に構成され、こくみん共済 coop の各種共済の利用を通じて、働く皆さまの助け合いを実現することを目的とした会議体です。
こくみん共済 coop 中央推進会議・50構成組織   JAM　JEC連合　JR総連　UAゼンセン　印刷労連　運輸労連　映演労連　駅・車販労協　紙パ連合　基幹労連
建交労　航空連合　交通労連　国税労組　国公労連　ゴム連合　サービス連合　自交総連　自治労全国一般評議会　自治労都市交評　私鉄総連　自動車総連　出版労連
新運転　新聞労連　税関労組　政労連　セラミックス連合　全印刷局　全印総連　全銀連合　全建総連　全国ガス　全国港湾　全自交労連　全司法　全商社　全駐労
全電線　全日通　全日本海員組合　全農協労連　全農林　電機連合　電力総連　日建協　日本医労連　フード連合　民放労連　メディア労連  （50音順）

東日本大震災に対するこくみん共済 coop の対応
全国から延べ 35,700人の職員を派遣し、
避難区分に応じた現場調査や津波エリアの
契約者への請求勧奨など、「最後のお一人
まで」を合言葉に長期にわたる対応を行い
ました。

誰も止めることのできない、確かな予測もできない自然災害。
最終的には自分の身は自分で守るという前提のもと、
私たちが共済推進の立場で出来ることは、無保障者の解消と十分な備え
をして頂くためのお手伝いに過ぎません。
共済を推進する意味ってなんだろう？
有事の際の辛さや寂しさの中でも、一人でも多くの仲間が共済により
救われること。
「最後のお一人まで」その合言葉を、これまでも、これからも。
そんな思いで東日本大震災から15年の節目に共済の原点に立ち返り、
推進を続けていきます。

 　　　　　　　　　　　　　こくみん共済 coop 中央推進会議

東日本大震災
（静岡県東部地震・4月7日余震含む）

（2021年5月末時点）

共済金・見舞金お支払状況

こくみん共済 coop中央推進会議では、「災害時無保障者の解消を目指す」ことを目的として、
中央推進会議の委員を対象とした防災・減災に関わる研修会を定期的に開催しています。

こくみん共済 coop中央推進会議では、「災害時無保障者の解消を目指す」ことを目的として、
中央推進会議の委員を対象とした防災・減災に関わる研修会を定期的に開催しています。

開催概要開催概要

兵庫県　神戸市・淡路市

2022年11月22日(火)-23日(水) 開 催 日

24名（20構成組織）参 加 者

開催場所

研修内容 ①賀川記念館の見学 賀川豊彦氏の活動に関する講演
②人と防災未来センターの体験・見学
③北淡震災記念公園の体験・見学
　「震災の語りべ」の講演
④グループワーク

開催概要開催概要

東日本大震災から

共済推進にあたって

2011 年３月東日本大震災

東日本大震災に対するこくみん共済 coop の対応

こくみん共済 coop　現場調査時の写真

日本海溝・千島海溝
周辺海溝型地震
根室沖：30年以内に地震が
発生する確率

80％程度など様々なケース

南関東域で30年以内にM7クラス
の地震が発生する確率 70％程度

首都直下地震

最大の被害想定
死者・行方不明者数／約2.3万人
住宅全壊戸数／約61万棟 東日本大震災

の約５倍

南海トラフ地震（東海地震を含む）
30年以内にM8～M9クラスの
大規模地震が発生する確率 70％～80％程度

東日本大震災
の約19倍

最大の被害想定
死者・行方不明者数／約29.8万人
住宅全壊戸数／約235.0万棟

2018年9月
北海道胆振東部地震
支払い共済金  14億6,900万円

Ｍ6.7Ｍ6.71

2011年4月
東日本大震災４月７日余震

支払い共済金  1,289億円

Ｍ7.1Ｍ7.12
2018年6月

大阪府北部を震源とする地震
支払い共済金  57億3,400万円

Ｍ6.1Ｍ6.15
2022年3月

2022年福島県沖地震
支払い共済金  74億2,800万円

Ｍ7.4Ｍ7.43

2024年1月
令和6年能登半島地震
支払い共済金  152億3,200万円

Ｍ7.6Ｍ7.64

2016年4月
平成28年熊本地震
支払い共済金  139億800万円

Ｍ7.3Ｍ7.37

2024年8月
日向灘を震源とする地震

支払い共済金  3億9,900万円

Ｍ7.1Ｍ7.18

2016年10月
2016年鳥取県中部地震

支払い共済金  6億7,800万円

Ｍ6.6Ｍ6.66

出典：内閣府「防災情報のページ」「水害・地震から我が家を守る 
保険・共済加入のすすめ」をもとに作成

想定される大規模地震
今後30年以内に起こる可能性
があるといわれている主な大規
模地震

地震発生状況地震地震地震地震地震地震地震地震地震発生状況発生状況発生状況発生状況発生状況発生状況発生状況発生状況発生状況
でご検討ください。保障を

日本の国土面積は全世界の0.28％ですが、全世界で起こったマグニチュード６
以上の地震の20.5％が日本で起こっています。普段の防災・減災の対策とあわせ、万一
の際に、生活を再建するための

4

6

7

8

1

5

3
2

※自然災害共済単独でのご加入はできません。自然災害共済に加入するためには、火災共済にご加入いただく必要があります。
詳しい保障内容や資料請求については、こくみん共済 coop までお願いします。

【契約条件】 戸建て（持ち家）／木造構造／延べ床面積４０坪／世帯主４２歳／世帯人数４人／住宅所在地 愛知県 【加入条件】必要保障額で加入［住宅280口／家財200口］自然災害共済「ベーシック」を同口数付帯

に加入した場合、保障額はこんなに違います！保障例

（例）地震により建物が全焼した場合
〈全焼：住宅の損壊率70％以上の場合〉

地震による火災への備え

1,440保障額 万円

保障されません
※地震等災害見舞金をお支払いする
場合があります。

ただし

を付帯していた場合

のみ加入の場合

（例）台風・風害による住宅の被害
〈一部損：建物の損害額98万円〉

台風や竜巻など暴風への備え

102万4,100保障額

保障額

円

ただし

33万8 ,100円

を付帯していた場合

のみ加入の場合

（例）豪雨による床上浸水

線状降水帯など豪雨への備え

812万円
980万円

半損：建物の損害額
家財の損害額
合計損害額 1,792万円

1,814 5,000保障額 万 円

ただし

保障額 172万5,000円

を付帯していた場合

のみ加入の場合

保障額は
充分ですか？
公的支援や義援金
だけでは充分な
生活再建はできません

！

「被災者生活再建支援制度」により最
大300万円の公的支援がありますが、
実際の再建費用には不足が生じること
もあります。

！ 地震による火災は火災保障で備えられません
地震が原因で発生する火災や津波などの被害は、火災保障だけでは保障されず、
地震保障（こくみん共済 coop の場合「自然災害共済」）への加入が必要です。

全壊被害からの住宅再建にかかる金額例

住宅
新築費用
約2,500万円

不足する
金額

約2,100万円 義援金
約100万円

住宅再建に
必要な金額

公助・共助で
受け取られる金額

被災者生活再建支援金
最高300万円

※1

※2

東日本大震災の事例

※１  東日本大震災で全壊被害に
あった住宅の新築費用平均

※２  2011年当時の制度にもとづきます。

さらに、家財の買い直し・
引っ越し費用など
住宅・生活の再建には他に
も想像以上にお金がかかり
ます。

自然災害に備えていますか？
共済金支払件数の
約90％が自然災害に
よるものです。

合計
64,363件

台風

降雪

地震

他の自然災害

他の原因

14.3%
15.3%

17.8%

40.8%

11.8%

公式キャラクター
ピットくん

災害は、いつ何時でもやってきます。災害リスクに備えましょう！

診断はこちら
当会ホームページのサイト内検索
［地盤診断］からもアクセスできます。お住まいの

こくみん共済 coop

サービス
地震・液状化・
浸水の可能性など
お住まいのリスク
がすぐ分かる！

雪

3

住まいの被害の原因
はほぼ自然災害
自然災害に
よる支払い 88.2%
※2024年度「住まいに関する共済金」原因別
支払件数の割合
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編

後
集

記

近
年
で
は
５
月
に
30
℃
以
上

の
真
夏
日
を
観
測
す
る
日
数
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
ご
多
分
に

洩
れ
ず
今
年
の
５
月
中
旬
の
時

点
で
も
真
夏
日
を
記
録
し
た
地

域
が
多
数
あ
り
、
５
月
18
日
に

は
大
分
県
日
田
市
な
ど
で
は

35
℃
を
超
え
る
猛
暑
日
を
記
録

し
ま
し
た
。

さ
て
今
年
も
早
い
も
の
で
６

月
に
入
り
ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ

雨
の
季
節
を
迎
え
る
頃
で
す
が
、

梅
雨
が
終
わ
る
と
本
格
的
な
夏

が
や
っ
て
き
ま
す
。
今
年
の
夏

も
厳
し
い
暑
さ
が
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
体
力
を
つ
け
て
な
ん
と

か
乗
り
切
り
た
い
も
の
で
す
。

厳
し
い
夏
の
熱
中
症
や
猛
暑

対
策
と
し
て
近
年
は
ハ
ン
デ
ィ

フ
ァ
ン
を
利
用
す
る
方
が
増
え

ま
し
た
。
当
初
は
若
年
層
を
中

心
に
活
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
に

思
い
ま
す
が
、
最
近
は
老
若
男

女
、
多
く
の
方
が
利
用
さ
れ
て

い
る
の
を
目
に
し
ま
す
。一
方
、

私
は
ハ
ン
デ
ィ
フ
ァ
ン
を
購
入

す
る
勇
気
が
な
く
、
も
っ
ぱ
ら

扇
子
を
愛
用
し
て
い
ま
す
。
日

本
だ
け
で
な
く
、
諸
外
国
で
も

目
に
す
る
こ
と
が
多
い
扇
子
で

す
が
、
発
祥
は
日
本
と
さ
れ
て

お
り
、平
安
時
代
初
期（
８
世
紀
）

に
京
都
で
誕
生
し
た
よ
う
で
す

（
諸
説
あ
り
）。
扇
子
の
種
類
と

し
て
「
京
扇
子
」
と
「
江
戸
扇

子
」
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

江
戸
扇
子
は
骨
数
が
少
な
く
シ

ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
が
特
徴
で

あ
り
、京
扇
子
は
骨
数
が
多
く
、

華
や
か
な
デ
ザ
イ
ン
が
特
徴
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
扇
子
と

い
え
ば
京
扇
子
を
真
っ
先
に
思

い
浮
か
べ
、
実
際
に
使
用
し
て

い
る
の
も
京
扇
子
で
す
が
、
暑

い
夏
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
も
、

今
年
は
一
歩
踏
み
出
し
て
江
戸

扇
子
だ
け
で
な
く
、
勇
気
を
振

り
絞
っ
て
ハ
ン
デ
ィ
フ
ァ
ン
に

挑
戦
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

�

（
Ｙ
．
Ｙ
．）

商
船
三
井
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
労
働
組
合

は
、
大
阪
・
名
古
屋
の
メ
ン
バ
ー
を
含
む

総
勢
12
名
か
ら
な
る
中
央
執
行
委
員
会
を

中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
全
員
が
非
専

従
役
員
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
日
中
は

フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
と
し
て
各
自
業
務
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。
顧
客
と
キ
ャ
リ
ア
を
結

ぶ
物
流
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
満
足
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ

ス
を
目
指
し
日
々
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

２
０
２
５
年
の
業
務
基
幹
シ
ス
テ
ム
更

新
、
今
夏
に
予
定
さ
れ
る
フ
レ
ッ
ク
ス
制

度
の
導
入
な
ど
、
会
社
側
と
は
協
調
す
る

と
こ
ろ
は
協
調
し
、
一
方
で
組
合
員
の
勤

務
環
境
・
待
遇
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
監
視
し
、
か
つ
改
善
を
目
指
し
活

動
し
て
お
り
ま
す
。

組
合
員
間
の
交
流
と
し
て
は
、
毎
年
7

月
頃
に
新
入
社
員
歓
迎
会
を
兼
ね
て
各
地

域
で
懇
親
会
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
春

闘
前
後
に
職
場
集
会
を
開
催
し
活
動
内
容

の
共
有
や
意
見
聴
取
も
お
こ
な
っ
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
会
社
の
採

用
方
法
の
多
様
化
や
組
合
に
対
す
る
考
え

奈
良
ホ
テ
ル
労
働
組
合

商
船
三
井
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
労
働
組
合

方
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
組

合
員
数
・
組
織
率
は
漸
減
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
当
組
合
と
し
て

は
オ
ー
プ
ン
シ
ョ
ッ
プ
制
か
ら
ユ
ニ
オ
ン

シ
ョ
ッ
プ
制
へ
の
移
行
を
目
指
し
会
社
側

と
意
見
交
換
を
始
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
施
策
を
通
し
て
、
さ
ら
な
る
待
遇
改

善
、
ひ
い
て
は
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
業
界
の
魅

力
向
上
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
指
導
・

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

奈
良
ホ
テ
ル
労
働
組
合
は
、
２
０
２
５

年
９
月
に
結
成
70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

昭
和
30
年
の
設
立
以
来
、
働
き
が
い
と
労

働
条
件
の
向
上
、
助
け
合
い
の
精
神
を
大

切
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
６
年
４

月
現
在
、
組
合
員
は
約
80
名
、
執
行
部
は

８
名
体
制
で
す
。
２
０
２
５
年
９
月
の
記

念
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
組
合
員
・
ご
家
族
、

前
執
行
部
、
来
賓
の
皆
さ
ま
に
ご
臨
席
い

た
だ
き
、
歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
今

後
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
奈
良

ホ
テ
ル
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
ホ
テ
ル
と
し
て
伝

統
を
守
り
つ
つ
、
組
合
員
一
同
が
接
客
・

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
日
々
取
り
組
み
、

「
奈
良
ホ
テ
ル
な
ら
で
は
」
の
体
験
を
お

届
け
で
き
る
よ
う
自
己
研
鑽
を
重
ね
て
い

ま
す
。
２
０
２
６
年
は
１
月
か
ら
約
半
年

の
全
館
休
館
と
な
り
、
組
合
員
は
グ
ル
ー

プ
ホ
テ
ル
等
で
研
修
・
勤
務
し
経
験
を
重

ね
て
い
ま
す
。
離
れ
た
職
場
で
も
つ
な
が

り
を
保
つ
た
め
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
を
導
入
し
情
報
共
有
を
強
化
し
ま
し

た
。
休
館
後
は
２
０
２
６
年
６
月
に
本
館

の
み
一
部
営
業
、
９
月
に
全
館
営
業
再
開

予
定
で
す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
も
、「
Ｃ

Ｓ
は
Ｅ
Ｓ
な
く
し
て
成
り
立
た
な
い
」
と

の
信
念
の
も
と
、
安
心
し
て
働
け
る
職
場

づ
く
り
と
結
束
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
連
合
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

山㟢書記長（左） 佐々木書記次長（右）中央執行委員の皆さん

連
合
が
主
催
す
る
第
97
回

メ
ー
デ
ー
大
会
に
サ
ー
ビ
ス
連

合
の
加
盟
組
合
が
参
加
し
ま
し

た
。４

月
25
日
（
土
）
に
愛
知
県

中
央
メ
ー
デ
ー
が
久
屋
大
通
公

園
（
エ
ン
ゼ
ル
広
場
）
に
て
「
多

様
性
を
力
に
〝
Ｏ
Ｎ
Ｅ
愛
知
”

を
つ
く
る
真
の
働
き
方
改
革
で
、

誰
も
が
安
心
し
て
く
ら
せ
る
社

会
を
！
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ

れ
会
場
に
約
２
，
５
０
０
人
、

サ
ー
ビ
ス
連
合
の
加
盟
組
合
と

家
族
約
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

４
月
29
日
（
水
）
に
代
々
木

公
園
で
開
催
さ
れ
た
メ
ー
デ
ー

中
央
大
会
は
、「
対
話
と
連
帯
で

【
メ
ー
デ
ー
と
は
】

１
８
８
６
年
５
月
１
日
、
米
国
の
労
働
者
が
「
８
時
間
は
労

働
に
、
８
時
間
は
休
息
に
、
そ
し
て
あ
と
の
８
時
間
は
自
由
な

時
間
の
た
め
に
」
を
求
め
て
ス
ト
ラ
イ
キ
に
立
ち
上
が
っ
た
の

が
起
源
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
、
米
国
の
労
働
者
は
長
時

間
労
働
と
低
賃
金
に
苦
し
め
ら
れ
、
労
働
時
間
の
短
縮
は
切

実
な
要
求
で
あ
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
世
界
の

労
働
者
は
５
月
１
日
を
「
国
際
的
な
団
結
の
日
」
と
定
め
、

１
８
９
０
年
５
月
１
日
に
第
１
回
国
際
メ
ー
デ
ー
が
多
く
の
国

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
で
は
１
９
２
０
年
（
大
正
９
年
）
５
月
２
日
、
第
１
回

メ
ー
デ
ー
が
東
京
・
上
野
公
園
で
開
催
。
そ
れ
以
降
、
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
軍
国
主
義
の
高
ま
り
の
中
、

１
９
３
６
年
（
昭
和
11
年
）
の
「
２
・
26
事
件
」
を
契
機
に
、メ
ー

デ
ー
は
全
面
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
メ
ー
デ
ー
は
労
働
組
合
の
復
活
と
と

も
に
再
開
さ
れ
、
労
働
者
の
地
位
や
労
働
条
件
の
向
上
、
権
利

拡
大
を
は
じ
め
、
人
権
・
労
働
基
本
権
の
確
立
、
民
主
主
義
の

発
展
、
世
界
の
恒
久
平
和
の
希
求
に
深
く
貢
献
し
、
そ
の
役
割

を
果
た
し
て
き
て
い
ま
す
。

現
在
の
メ
ー
デ
ー
は
、
米
国
の
労
働
者
が
労
働
条
件
の
改
善

を
訴
え
た
そ
の
想
い
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
働
く
仲
間
と
お
互
い

を
ね
ぎ
ら
い
、
讃
え
合
い
な
が
ら
家
族
や
地
域
の
み
な
さ
ん
に

も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
全
国
各
地
で
開

か
れ
て
い
ま
す
。

築
く
、
平
和
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る

未
来　

真
の
働
き
方
改
革
で
、

安
心
し
て
く
ら
せ
る
社
会
を
！
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
会
場

に
約
２
６
，３
０
０
人
、
サ
ー
ビ

ス
連
合
か
ら
は
、
約
２
５
０
名

の
組
合
員
と
そ
の
家
族
が
参
加

し
ま
し
た
。

５
月
１
日
（
金
）
に
は
大
阪

地
方
メ
ー
デ
ー
が
大
阪
城
公
園

（
太
陽
の
広
場
）
に
て
、
中
央
大

会
と
同
じ
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ

会
場
に
約
１
０
，
０
０
０
人
、

サ
ー
ビ
ス
連
合
か
ら
は
加
盟
組

合
と
家
族
な
ど
約
40
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

各
地
で
第
97
回
メ
ー
デ
ー
に
参
加第第

2626
回
定
期
大
会

回
定
期
大
会

第
26
回
定
期
大
会
は
７
月
23
日
（
木
）、
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
日
暮
里

ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
「
２
０
２
６
春

季
生
活
闘
争
の
ま
と
め
」
や
「
２
０
２
５
～
２
０
２
６
年
度
運
動

の
中
間
ま
と
め
と
補
強
」
な
ど
を
審
議
し
ま
す
の
で
加
盟
組
合
の

活
発
な
議
論
を
要
請
い
た
し
ま
す
。
詳
細
は
開
催
告
知
を
ご
確
認

下
さ
い
。

愛知県中央メーデー参加者

がんばろう三唱

大阪地方メーデー参加者


